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BeitragezurKlinikderTuberkuloseBd.79,H.5.1931.

非 抗 酸性 結 核 菌 問 題 二就 テ ノ微 量 化 學 的 研 究 二之 が長 キ墜 球 菌連 鎖膿 トナ ル、 之 ・・叉 酵母 普 通 「プ

M611gardHolger:MikroskopischeUntersuche一 イヨ ソ」中 二培 養 セ ラ レ得 然 シテ多 ク ノ攣 型 ヲ過 ツ テ

ngenzurFragedernichtsaurefestenTuber一 顧 粒 朕 棍 棒 型 菌 力叉 ・・連 鎖 朕 菌 膿 二登 育 ス、多 ク ノ場

kerbacillen合 ノ・然 シ大 ナ ル 内 生 芽胞 ヲ 出 シー 部 ・・「ア ン1・ラセ

著 者 ハ前 ノ本 誌 上 二於 テ コッホ氏 菌及 結 核 性 組 織 叉 ハ ン」可 染 一 部 ノ・「ア ク リヂ ソメ チ ー レ ン ブ ラ ウ」可 染膿

結 核 症 患 者 ノ血 液 ノ 培 養 中放 線 状 菌種 ヲ登 見 シ 荷 之 トナ ル、 多 数 ノ芽 胞 トシテ 見 ラル ・が 多 シ、 爾 叉 、

ノ・他 ノ從 來 ノ組織 學 上 ノ染 色法 デ ノ・染 ラズ故 二獲 見 骨 髄結 核 二罹 リ シ笹 ノ 骨 髄 が8日 乃 至14日 間 普 通

シ得 ザ リ シモ ノナ ノレコ トヲ報 告 セノレモ 今 同 ・・之 ガ染 「ブ イヨ ソ」中 二培 養 セ ラ レ 之 モ亦 軍 核 細 胞 中 二於 テ

色 法 二就 テ 研 究 シタ リ、 統 一 的 二有 機 性 色 素 ノ 組 成 「グ ラ ム」陽性 ノ璽i球菌 類 ガ登 育 ス、 叉 之 ヲ培養 ス ル

ヲ各 種 類 二dリ テ集 メ500種 ノ色 素 ヲ 用 ヒタ リ然 シ 中 二 之 ガ 連 鎮 状 菌 ニ ナ ル、 又 結核 症 患 者 血 液 ヨ リ白

テ 之 二顧 粒 状 型 及 綜 状 型 ノ別 ヲ染 分 シ 得 ラ ル ・コ ト 血 球 赤 血球 ノ・「ザ ポニ ソ」 ニ テ破 壌 セ ラ レ之 レヨ リ穎 .

ヲ獲 見 シ、Triphenylmetan色 素 ヲ 初 メ ニ次 二Dia・ 粒 性 非 抗酸 性 菌 種 ヲ培 養 シ 得 タ リ、 之 ノ・形態 學 上 二

mino-diphenylazonaphtalin化 合 膿 ヲ用 ピタ リ然 シ 染 色 親 和 性 ヨ リ 放 線 状 菌 ノ 側芽 胞 類 似 ノモ ノ ナ リ ト

テ 是 等 ノ研 究 ノ 結 果Diamino50xy7naphtalin入 然 シテ 著 者 ・・是 等 ノ菌 ノ・事 實 上 人盤 二於 テ病 害

Sulfos5uremit3Amyno2Antrachinon・phenilmetanア ル ヤ 否 ヤ ・・不 明 ナ リ ト。(太 田 抄)

ナ ル モ ノ ガ 最 モ良 ク幼若 菌 ヲ染 色 ス ノレコ トヲ 登 見 セ 肺 職 「レ ン トゲ ン」像 二於 ケ ル小 結 節 像 二就

リ。 然 シ テ 穎 粒 状 菌 型 墜 球 連 鎮 状 菌 型 及 練状 菌 型 ヲ テ及 ビ其 臨 淋 的 意 義(第 一 報)

見 出 シ得 、然 シテ コ ノ色 ・・褐 色 ニ シテ其 他 ノ「チー ル、Westenrijk,N:StudientiberVorkommenvon

エ ・一一)tzセソ」染 色 法 二 防害 セ ラ ル ・コ トナ シ、叉 、願 粒Kn6tchenimR6ntgenbildderLungenu.ihre

獣 型及 糸糸状 型 ノ老 古型 ・・Nentrarot染 色 可 能及 グ ラKlinischeBedeutung(1.Mitteilung)

ム 陽性 状 態 二於 テ、 「メ チ ー レ ソブ ラ ウー ア ゾ ア ク リ 著 者 ・・肺 「レ ン トゲ ン.1像 二現 ・・ル ・小 黙 像 ガ結 核性

ヂ ソ」類 が良 シ、 是 等 モ亦組 織 ノ過 染 ニナ,レ コ トナ ク 結 節 ナ リヤ否 ヤ が 一般 二 確 認 セ ラ レザ ル ニ ヨ リDti一

叉 「チー・-」tzJ染色 法 二防 害 ナ シ ニ明確 二褐 色 二染 ル、然renevKrackenhaus二 於 テ80例 ノ患=者 二就 テ次 ノ コ

シテ コ ノDiaminoDiphenylazoNaphtalinノ 類 ノ・1・ ヲ研 究 セ リ、 即 一 見健 康 ナ ル如 キ 小 見 二於 テ 上肺

切 片 標 本 ノ 細 胞 膿 ノ染 色 二用 ヒ 得 、 然 シテ コ ノ方 法 野及 下肺 野 二米粒 鮎 ヲ 叉 中肺 野 二於 テ 結 核 初期 髪化

ニ テ ノ・、三 ッホ菌 ノ酵 母 浸 出液 ヘ ノ第 一次 培 養 ニ ノ 群 ノ他 二縦 隔蜜 ト亭 行 シテ 小 結 節 像 ヲ見 ル 然 ル ニコ

ミ染 色 可能 ナ リ 何 トナ レバ 幼 若菌 ヨ リ漸 次 二特 性 芽 レ・等/一 部 分 二於 テ ノ ミ 「ツ ベ ル ク リ ン」陽 性 ナ ク之

胞 及 ビ分 紙 朕 菌 等 ヘ ノ號 育 過 程 ヲ行 フ ニ ヨル ガ 故 ナ ヲ結 核 性 ナ リ トス レバ 結 核 症 ・・吾 人 ノ考 フル ヨ リモ

リ。 ・・ル カ ニ早 ク全 治 ス,レモ ノナ ル コ トヲ考 へ 得
、叉 成 人

之 ニ ヨ リテ 次 ノコ トヲ 獲 見 セ リ・ 此 放 線 状 菌 型 ・・幼 二於 テ モ、 カ ・ル モ ノ ヲ 見 ル トテ7例 ヲア ゲ テ 説 明

若 培 養 ニ テ ・・ア ソ トラ セ∠ 可染 色 ニ テ 多 少 分 離 性 ア セ リ、 勿論 之 ヲ 連 績 的 二上 線 像 ヲ ト リ 同 ジ條 件 ニ テ

ル 綜 状 膿 ヨ リ形 成 セ ラ レ後 ノ登 育 ニ テMycelium二 撮 リ シモ 之 二常 二 同 ジ 像 ヲ即 小結 節像 ヲ登 見 セ リ
、

ナ リ ー 部 分 内生 芽 胞 ・・ 「ア ク リヂ ンメ チー レ ソ ブ ラ 之 恐 ラク ノ・小 見 時代 ノモ ノナ ラ ソ ト考 フ
、 然 シテ 著

ウ」可 染 色 ニナ リ後 ニ ハ 「グ ラム」陽 性 トナ ル、 次 二2,者 ・・カ ・,レ人 物 ・・特 有 性 抗 力 ヲモ ツ カ 叉 ・・本 來石 灰

3ケ 月密 閉培 養 器 ニ オク時 ノ・此放 線朕 菌 型 ・・多数 ノth・y易 キ 良 性 経 過 ヲ トル様 ナ 性 ヲ有 ス ル モ ノナ ラソ

側 枝 ヲ出 シ特 性 芽 胞 ・・マ ヅ顧 粒 性粒 膿 欄 犬ニ ナ リ 後 ト考 ヘ タ リ。(太 田 抄)
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肺 漫 潤 ノ鑑 別 診 噺(皿 第 二 次 性 肺 澄 潤 ノ鑑 別

診 断 二 就 テ)

L6ffer,W:ZurDifferential-DiagonsederLun・

geninfiltrierungenIII.i)berDifferenti訓Dia。

gnosederSekund5rinfiltrierung.

他 ノ肺 浸 潤 ト 第 二 次 性 肺 浸 潤 ト ノ 匠 別 ・・非 常 二 困 難

ナ!IZコ トア リ、 著 者 ・・之 二 該 當 ス ノレ9例 ノ 患 者 ヲ墾

ゲ テ此,レ 線 像 ヲ示 シ 此 困 難 ナ ァレコ トヲ 著 シ ク 特 違 セ

リ。(太 田 抄)

赤 沈 反 麿 率 ハ 肺 結 核 症 豫 後 判 定 上 如 何 ナ ル

債 値 ア ル ヤ

Sz直'e,Dionysius:IstvonGesichtspunkteder

PrognosebeiLungentuberkulosederSenkun-

gsvuotientinBetrachtzurZiehen?

著 者ノ・1000例 ノ 患 者 二 於 テ2000回 ノ赤 沈 反 磨 ヲ研

シ、Lutzu.Wahlノ 赤沈 反磨 率 トKatzeノ 中間 値

トWestergren/1時 間2時 間 下 降 値 トヲ比較 シ ソ

ノ豫 後及 診 断 上 如 何 ナル 關 係 アル カ ヲ研 究 セ リ。

0-40粍(1時 間)ニ テ19.5%丈 ケ率 ガ1以 上 ニ シテ

80粍 以 上 ノ・1以 下 ナ リ、 ヌ.1以 上 ノ 比 率 ノモ ノー:.一シ

テ其 中3.7%が 良 好 トナ リ、1以 下/者 ニ シテ2%

ガ悪化 シ、1.2%ガ 死 亡 セ リ然Jレ ニ1時 間値 ニ ヨノレ ト

80-100粍 中0・8%ノ 同 様6.6%ノ 良 好 化 、100粍 以

上 ニ テノ・1・1%、 治 癒6.1%良 化 、之 ニ ヨ リテー 般 二

多 ク下 降 スル モ ノ・・悪 性 ト云 ヒ 得 ル モ、 之 ノ ミニ ョ

リテ豫 後 ヲ 決 定 シ 得 ザ ル 可 シ之 ニ ヨvバLutzノ 比

卒 ・・Westegren/1時 間2時 間値 ヨ リモ確 實 ナ リ ト

モ云 ヒ得 ズ。(太 田 抄)

結 核 症 卜内 分 泌 二就 テ

Kallospaul.Tuberkuloseu.ihnereSekretion

JuliusKentzler:

i著者 ノ・結 核 症 経 過 ハ 免 疫 性 及豫 防 等 ニ ノ ミ關 ス)lzモ

ノニ非 ズ トナ シ、 共 患 者/個 人 醐 生質 ガ 仰 特 二内 分

泌 關係 ノモ ノが 大 ナ ノレ關 係 ヲ 有 ス トナ シ、留 質 ト結

核 トノ 關 係 二就 テ 禮 質 ヲ大 膿4種 二分 チ、 コ ノ膿 質

ト内分 泌 臓 器 ト♂ 關係 ヲ ノベ タ リ、 然 シテ 結 核 症 ノ

登展 二個 々ノ 内 分 泌臓 器 ガ如 何 二 關係 ス ル カ ノ例 ト

シテ嬬 人 ノ月経 トノ關係 ヲア ゲ 叉 副 腎 ト結 核 トノ關

係 「ア ドレナ リソ」過 敏 性及 糖 代 謝 等 ヲ アゲ 叉 甲状 腺

・・最 モ 重 ナル モ ノナ リ、 結 核 感 染 ノ結 果 トシテ 共 機

能充 進 ヲ來 シ 叉 不 良 膿 質 及 過 量結 核 感 染 ニ ヨ リテ 甲

状 腺機 能 ガ 不 可能 ニ ナ リ、 然 シテ 是 等 ノ製 齊llヲ用 ヒ
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タ ノレ結 果 ヲ述 ブ。(太 田抄)

肋膜 炎浸 出 液 ノホ ー ン氏 培 養 法 ニ ヨ ル結 果

報 告

Levin,Nils:EinigeResultatemitHaln・ZUch・

tungaufPleurapunktaten.

著 者 ノ・肋 膜 浸 出液 ノホ ー ソ氏 培 養 法 ヲ行 ヒ 之 二肋 膜

液 ヲi透明不 透 明 二 分 ケ 、透 明 ヲ 漿 液 性 、 漿 液 氣 膿 性

二分 ケ 溜 濁 匂 レモ ノ ヲ 結 核 性 膿 胸 及 氣 艦 性 膿 胸 トニ

分 チ シニ、 透 明禮 ニ テノ・漿 液 性 氣 胸!モ ノ83%ニ テ

多 ク、 溜 濁 性 ニ テモ 濃性 氣 胸 ノモ ノ100%ナ リ、

漿液性

潤濁性

動 物 實 験

ホーソ氏培養

Pり
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ナ ル成 績 ナ リ。

特 襲 性 浸 出 性 肋 膜 炎

Mumme,Carl:UberPleuritisexsudativa,,idio・

pathica"

初 期 特 獲 性 浸 出性肋 膜 炎 ノ 登 現 二就 テ 今 日尚 確 定 セ

ラyズ 然 シ著 者 ノ・感 冒性 肋 膜 炎 ナ ル モ ノモ ー 般 二懐

疑 ヲ以 テ見 ラ レテ居 リ 細 薗 學 的 ニ ハ 総 テ ノ肋 膜 炎 ・・

皆 動 物 實 験 ニ ヨ レバ細 菌 的 ノ モ ノ ニ シテ 然 モ 大 部 分

ノモ ノノ・肺 及 氣 管等 二 潜 在 性 結 核 ノ存 セ シコ トアル

カ存 ス)レモ ノナ ル コ ト・・確 實 ナ リLandoryノ ・特 登 性

肋 膜 炎 患 者 ノ98%ハ 結 核 性 ナ リ然 シ テ肋 膜 炎 ヲ結 核

ノ確 實 ナ ル初期 症候 トセ リ、之 ア タ カ モ初期 喀血 ノ如

シ。

Aschoffモ 亦 カ ク ノ如 シ、然 シ叉 輕症 肋 膜 炎 ニ テ細 菌

學 的 ニ ヌ動 物 實験 的 二叉 顯鏡 的 ニ モ 何 レ・ニ モ浸 出液

ヨ リ病 原 菌 ヲ 登 見 シ得 ザル コ トア ル ノ・事 實 ナ リ、 之

ヲ以 テ然 シ 結 核 性 浸 出液 ト・・全 ク別 物 ナ リ ト云 フ コ

トヲ得 、ep結 核 ノ経 過 中 二 肋 膜 炎 ヲ登 生 ス ル 時 肋 膜

ニ ノ・結 核 性 病 竃 ヲ 見 出 サ ザ ル コ トア リ ト云 ヒ得 ル、

之 レ ヨ リ著 者 ノ・肋 膜 炎 ナ ルモ ノノ・常 二初 期 感 染 以 後

ノモ ノニ シ テ肋 膜 炎 が初期 獲病 二非 ズ ト、 最 近10年

間 二216例 ノ特 獲性 浸 出性 肋 膜 炎 ヲ見 テ50.3%丈 ケ

肺 病 竈 等 皆 結 核性 トナ シ得、 叉 患者 ノ90%二 浸 出液

中淋 巴 細 胞 ヲ10%ノ ミニ 中性 細 胞 ヲ 見 タ リ。 叉 血

液 ノ・88・3%ノ ・淋 巴細 胞 彩 多 ナ リ、 年 齢 ノ・10--30年

ガ65%ニ テ 最 多 ・y1・云 フ。(太 田 抄)

肺 「ス ピロ ヘ ー タ」病
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Mecklenburg:Vbersρirschaeosispulmonum .

著 者 ・・2例 ノ肺 「ス ピ ・へ 一 タ病 ヲ報 告 セ リ、餉 例

ハ 慢 性 経 過 ヲ ト リ 肺 結 核 ト思 ・・レ シモ 喀 疾 中 二多数

ノ「ス ビ ロ へ 一 タ 」ヲ登 見 シ結 核 菌 ヲ見 ズ、 「子 オサ ル

プ ル サ ン」ニ テ治 癒 ス、1例 ハ急 性 ニ シテ肺 炎 型 ナ リ、

之 モ治 癒 セ リ ト。(太 田抄)

肺 藏徽i蕃 ノ診 断

DundholmIundW.Mascher:ZurDiagnoce

derLumgensyphilis.

肺臓 徽 毒 ・・事 實 上 非 常 二稀 ニ シテ 診 噺 モ亦 剖 槍 上 ニ

テ モ非 常 二困 難 ナ リ、Osterrand(Schweden)ノ 病 院 二

テ2例 ヲ得 テ診 断 セ リ トテ之 ヲ報 告 セ リ。(k田 抄)

肺 結 核 症 二於 ケ ル 上 部 部 分 的 形 成 術 及 其 器

械 二就iテ

Thomsen:DererweiterteohreTeilplactfickbei

Lungentuberkuloseu.ihreInstoumentarium.

肺 臓 ノ上 部 空 洞 ノ ミナ ル時 ノ・上 部 ヲ 部 分 的 形 成術 ヲ

行 ヒ テ充 分 ナ リ、 然 ル ニ 今 日迄 上 部 ノ・行 ヒ得 ザ リ シ

ノ・上 部 ・・大 ナ ル 萎 縮 ヲ來 サ ズ、 帥 著 者 ノ・之 二上部 帥

第 一 第 二 肋 骨 ノ 轡 曲 二相 當 セ,レー 種 ノ鈍 ヲ 作 り、 之

ヲ用 ヒ テ大 ナ ル骨 片 ヲ切 リテ 之 二成 功 セ リ トテ 共 器

械 ヲ爲 眞 ニ テ説 明 セ リBrunner型 ナ リ。(太 田 抄)

ZeitschriftfUrTuberkulose,Bd.60,H.1,1931.

肺 結核 空 洞治 癒 ノ擬 議 二就 テ

Fr:edrichKoester:BeitragzurFragederKa・

vernenheilung.

著 者 ハ肺 結 核 患 者 ノ有 ス ル空 洞 二就 テ ノ、 最 近10年

間 、 殊 二Licht氏 ノ空 洞 二關 ス'レ 問題 二就 テ研 究 シ

タ。 先 人 ノ設 ・・大 部 分 ・・空 洞 が ア ツ テ、 假 令 夫 レガ

鶏 卵 大 デ ア ツ テ モ、 自然 二 治 癒 スル モ ノ デ アル ト云

フ事 ニー 致 シテ 居 ル 、 以 上 ノ説 ヲ基 トシ、 著 者 自均

ノ臨 休 上 ノ實 験 ヨ リ 考 ヘ ル トキ ・・、 肺 結 核 ニ ヨツ テ

生 ジタ空 洞 ハ確 二治 癒 ス ル 事 ヲ肯 定 出來,レ。 仰 チ特

二 目立 ツ テ良 イ 結 果 ト云 フベ キ・・、 患 者 ノー一般 状態

ノ良 クナ ル外 二、R6ntgen像 二於 テ輪 状 ノ影、 喀 疲

中 ノ結 核菌 、 空 洞 ノ在 ツ タ 場 所 二聞 エ タ 醗 音 等 ノ清

失 ニ ョツ テ 、大 キナ 空洞 モ 臨 休 上 二 ・・治 癒 シ得 ル モ

ノ ト考 ヘ ル、 殊 二 不 適 當 ナ 人 工 氣 胸 術 ニ ヨツ テ、 滲

出液 ヲ生 ジタ モ ノ等 二 於 テ モ 萎 縮 ヤ厚 皮形 成 ニ ヨ ツ

テ全 治 シ得 。(三 紳 抄)

結 核 死 亡 率 卜産 見滅 少 トノ關 係

Dr.OttoGlogauer:Tuberkulosesterblichkeit

undGeburtenrOckgang

産 見 ヲ制 限 ス ル爲 二、 國 家 ノ統 計 上 ヨ リ、 殊 二 婦 人

ノ方 面 ヨ リ観 察 シテ 結 核 ニ ヨル死 亡 率 ・・興 味 ア,レモ

ノデ ァ ル。 各 國 トモ 結 核 ニ ヨル 死 亡 率 が減 少 ス ル ト

同 標 二 出産 率 ノ減 少 ア リ。 殊 二丁 抹 、猫 逸 、 蘇 格 蘭

等 ノ如 ク 出生 見数 が極 端 二減 少 セ ル 國家 ニ ア ツ テ ・・、

結 核 ニ ヨル死 亡 卒 ・・同 標 二極 端 二減 少 シ テル 、ヌ.出生

率 二 夫 レ程 ノ減 少 ヲ見 ナ イ 伊 太 利 、瑞 典 等 ノ國 ニァ

ツ テ ・・死 亡 率 モ減 少 セ ヌ。 例 外 ト シテ和 蘭 ニ ア ソ テ

ノ・、 結 核 ニ ヨル 死 亡 率 ガ 非 常 二減 少 シテ居 ル ニモ カ

カノ・ラズ、 出生 率 ・・夫 レ程 甚 シ ク減 少 セ ヌ。 」又券 蘭

ニ テ ノ・之 ト反 封 二 出生 率 ・・非 常 二減 少 シテ 居 ルニ モ

關 ラズ、 結 核 ニ ヨル死 亡 率 ノ・夫 レ程 減 少 セ ヌ、之 レ

ノ・雨 國人 ノ家 事 虹 二 肚會 組 織 ノ異 レル 特 徴 ヲ明 二語

ル モ ノデ アル。 其 他 特 別 ノ 場 合 ト ジテ 日本 丈 ノ・出生

率 二 多少 ノ 減 少 ヲ見 ル ニ 過 ギ ヌ ニ モ關 ラ ズ、 死亡 李

・・之 ト反 封 二 上 昇 シテ 居 ル、 之 ノ・世 界 戦 孚 後 ノ統 計

ニ テ 日 乍 ガ他 ノ國 二比 シ 戦 雫 ノ影 響 ヲ 受 ケ タ割合 が

少 ナ カツ タ爲 デ ア ラ ウ。

一般 ニノ・結 核 ニ ヨ,レ死 亡 卒 ヲ 示 ス 曲 線 ・・出生 率 ノ夫

レ ト大 膿蛇 行 ス ル モ ノデ アル 、此 ノ 事 實 ・・家 族 ノ数

ヲ減 少 ス ・レ事 ニ ヨ リ 國 民 ノ 生 計 ヲ塑 ニ シ、 爲 二絶醤

的 二 力 」又 ・・相 封 的 二結 核 ニ ヨル 死 亡 卒 ヲ下 ゲ ル モ ノ

デ ア,レ、併 シ 時 二例 外 ノ國 ノ ア,レ事 等 ヨ リ考 ヘ ル時

・・結 核 ニ ヨ ル死 亡 率 ノ昇 降 ・・豫 防 聲 學 ノ数 績 ノ清 長

ヲ語 ル標 準 トモ ナ,レモ ノナ リ。(三 紳 抄)

結 核 ノ多 イ地 域 二於 ケ ル小 見 ノ罹 病關 係

ErnstSeiffert:ErgebnisseeinerUmfragetiber

dieVerhaltnissebeiKindernaustuberku16ser

Umwelt.

著者・・結核 ノ多4地 域 二住 ソデ居ル幼見723人 ト乳

見335人 二就テ之 レヲ其 ノ環境二分類 シテ観察シテ

見ルニ郎チ工業 ノ最モ登達 シテ塵煙二包マレテ居ル

大都市及 ビ都市虹 二田畑 ヲ含ム、中等大 ノ都會二就

テ見ルニ罹病率ハ傳染 ノ有無ニヨツテ差アルニ非ズ

シテ、其ノ都市 ノ術生状態、非衛生 ノ場所二曝サ レ

テル期間ノ長短、相互 ノ傳染ノ頻繁度等二關係スノレ
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モ ノデ ア ル、 此 ノ内 最 モ 原 因 ヲ 作 ル モ ノ・・術 生 關 係
や

ニ シテ、 次 ・・危 瞼 ナ 場所 二長 ク 住 居 ス ル事 デ、 傳 染

ノ頻 煩 度 ハ極 メ テ 關 係 薄 イモ ノデ、 此 ノ 事 實 ハ年 長

ノ子 供 モ乳 見 モ 同標 デ ア ル。

完 備 セル衛 生 施設 二於 テ ・・豫 防接 極 ハ例 外 ナ シニ良

イ結 果 ヲ1齎 ス モ ノデ アJlz、 之 レ ・・先年Oslo市 ノ世

界 結 核 病學 會 二 於 テCalmette氏 ガBCG菌 ヲ用 ヒ

タ子 供 二就 テ講 演 シタ報 告 ト同様 デ ア,レ。(三 紳 抄)

成 人 ワ氣管 枝 淋 巴 腺 健核

Dr.Ej.Schulz:DieBronchial=lrUsentuberkulose

desErwachsenen.

著 者 ノ・患 者 二就 テ多数 ノ胸 部R6ntgen寓 眞 ヲ 脊腹 位

蛇 二第 一 斜 位 ニ テ 撮 リ、 肺結 核 ノ號 生 二 關 シ、 以 前

過信 サ レテ屠 タRanke氏 一派 ノ學 設 ・・最 近 人 ノ肺結

核 二 就 テ ノ・最 早 信 ゼ ラ レナ ク ナ リ、 以 前 二 氣 管枝 淋

巴腺結 核 ト思 ・・レテ 居 タモ ノノ・、 昨 子 供 ニ ノ ミ適 用

サル ベ キ モ ノ ト云 フ。

近 時叉PhilipPi・Davos其 他 ノ畢 者 ノ研 究 ニ ヨ リ、 成

人 ニ モ 亦肺 門 部 淋 巴腺 結 核 ガ ア ル 事 明 ニ ナ リ、 氣 管

枝 淋 巴腺 結 核 ト云 フ事 ・・盆 ζ考 ヘ ラ レナ クナ レ リ。

夫 二故 二R6ntgenニ テ 脊腹 二撮 レル爲 興 ニ テ表 ・・レ

ル肺 門 部 二於 ケ ノレ攣 化 ・・常 二信 用 出來 ヌモ ノデ、 殊

二Holzknecht氏 間 隙 二淋 巴 腺 ノ 集 合 ヲ見Jレ 時 二 ・・

斜 ヨ リ爲 ス要 ア リ。(三 帥 抄)

主S・ シ テi脛口 的 二 「タナ トフチ ヂ ン」ヲ用 ヒ

テ ワえ核殆 療

Dr.W.Hedrich:Tuberkulosebehandlungmit

Thanatophthisin,in,qbesonderebeiperoraler

Gabe.

著 者 ノ・Freiburgノ 製 藥會 肚 ノ求 メ ニ慮 ジ テ多激 患 者

二使用 セ リ、Thanat・phthisinノ ・牛 型 及 ビ人型 ノ結 核

菌 デ施理 セ ♪レ馬 ノ血 清 デ、 維 口的 二用 フル モ ノ ト皮

下注 射用 トア1,。

著 者 ・・経 口的 一 用 ヒ 膿 重 、 禮 温 、 赤 血 球沈 降速 度、

喀疾 量 、血 液 像 等 ヲ観 察 セ ル ー、 割合 二短期 間用 ヒ

タ,レ/ミ ナ ル モ、 重 症 肺結 核 症 ニテ ハ 数 果 ア ル が如

シ、殊 二他 ノ封 稔 二比 シー般 症状 ・・、・∫成 リ具 合良 シ。

特 二著 者 ノ用 ヒタ 所 ニテ ・・副 作 用殆 ン ドナ ク、 人工

氣 胸術 、 胸 隔矯 正 術 、 横 隔 膜 紳経 捻 除術 等他 ノ療 治

ノ不 適 當 ナ患 者 ニノ・用 ヒテ見 ル債値 ア リ ト思 フ。

結 核 菌 「ワ クチ ン」「カ プ ラ ン」ニ ヨ ル肺 結 核

治療 二就 テ
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Dr.AlexanderRad:UberdieBehandlungder

LungentuberkulosemitderTuberkelbazillen・

VakzineKaplan.

著 者 ・・1928年 二MichaelKaplan氏 ノ作 ツ タ結 核 菌

「ワク チ ソ」ヲ患 者 二用 ヒタ。

Kaplan氏 二從 ヘ バ、 此 ノ「ワク チ ソ」ノ・彼 猫 得 ノ培 養

ヨ ヨッ テ作 リ、 「リポ イ ド」 ト含 水 炭 素 ノ 特 殊 ノ配 合

ニ ヨル モ ノ デ彼 ノ・結核 菌/Vita】eAbbaustufenデ ア

ル ト呼 ンデ結 核 二良 ク数 ク ト云 フ。

此 ノKaplan氏 ノ培 養 ノ 特 徴 ノ・結 核 菌 ノ中 二常 二必

ズ願 粒 ガ∠kズル 事 デ、saurefestノ 物 質 ヨ リ順 次 攣 化

セ ル モ ノ帥 結 核 菌 ノ攣 型 デ アル ト云 フ。

著 者 ・・2ケ 年 間 二療 養所 二入 院 中 ノ患 者 ニ テ、 空 洞

ヲ有 ス ル53人 、浸 出 性47人 二用 ヒ タ 結 果 ヨ リ、 此

ノ 「ワク チ ン」・・特 殊 ナ 性 質 ノ モ ノデ、 大 膿 ・・数 果 ア

ル ラ シク 見 エ ル、 殊 二 膿 重 ノ塘 加 、赤 血 球 沈 降 速 度

ノ邊 延 、高 熱 ノ下 降 等/良 イ結 果 ヲ得 タ。 副作 用 トシ

テー 般 的 ノモ ノ・・ナ イ ケ レ ドモ、 局 所 的 作 用 力.Koch

氏 ノ新 「ツ ベ ノレク リ ン」 ヨ リ 多少 強 禦1ノ様 二思 ・・レル

故 二、著 者 ノ・結 核 患者 ノ治 療 ニ ノ・1:1.000.000ノ 極

メテ稀 薄 ナ モ ノ カ ラ初 メ タ.(三 紳 抄)

肺 結核 患 者 ノ 循 環 器 及 ビ 植 物 性 紳 脛 ノ機 能

試験

Dr.F.A.Michailow:Uberdiefunktionelle

PrUfungdesZirkulationsapparatesunddesve・

getativenNervensystemsbeiLungentUberkulose.

多 ク ノ大 家 ノ設 二從 ヘ バ、 輕 症 結 核 ノ・交 感 紳 経 緊 張

形 デ重 症 結 核 デ 且 ツ 悪 性 ノ モ ノノ・迷 走 紳 経 興 奮 形 デ

アル ト云 フ 此 ノ事 實 二 基 イテ、 循 環 器 系統 ノ機 能 ノ

攣 化 ヲ知 ラ ソ1・セ)レナ リ、Turban氏 ノ第 三 期 ノ患 者

750人 ヲ用 ヒ、 爾 之 ヲ次 ノ3種 二分 類 シ テ、 帥A.中

毒 症 状 ノ見 ラ レ ヌ群 、C.高 熱 、 登 汗 、 心悸 元 進、 下

痢 、 其 他 ノ中毒 症 状 ノ明 ナ)1/モ ノ、B.雨 者 ノ移 行形

ニ テ 多少 ノ 中毒症 状 ヲ 呈 スル モ ノ ナ リ、

1)先 ヅ血pa1・ 脈搏 ヲ見 ル ニ、 臥 位、立位 、蓮 動 後1・

ヲ比 較 ス レバ、 結 核 患 者 バー 様 二 心 臓 ノ 貯藏 氣 力 ノ

減 弱 ヲ見 ル、 殊 二 顯 著 ナ」レへA群 トC群 トガ 運 動

ノ爲 ニー 時 的 二血 歴 ノ上 昇 ス ル事 ナ リ。

2)次 二Sahli氏 ノ擁 骨 動 脈 ニテ ナ ス 、 脈 波 計 法 ヲ

用 フル ニ 健 康 者 ノ封 構 二比 較 シ テ、 肺結 核 患 者 殊 二

B群C群 ノ如 ク 中毒 症 状 ノ 表 ・・vテ 居,レ者 ニ ア ソ テ

ハ 、 心 臓 ノ牧縮 作 用 、 帥 チ牧 縮 力 が減 弱 シテ居 ル。
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3)Nik・laew氏 ノPD書 ハ常 二磁 ナ リ 伝 フ、
　

,・Herzkraftindex"ヲ 用 フ レ バ(PD=pulsdruck,P=

Zahld・pulswellen)A型 ・・割 合 二 健 康 者 二近 ク
、B

型 ・・僅 二 正 数 デ 、C型 ノ・員 数 ナ リ、Lukomsky氏 ノ 示

籔a2P2-一 ・alPl(a2=・arbeit後 ノPulsdruck,all=Arbeit

前 ノPulsdruck,P2=Arbeit後 ノPuls2ahl,pi・=Ar.

beit前 ノPulszahl)二 於 テA.B.C各 型 ・・中毒 症 状

ノ強 イ程 零 二 近 ク 小 ニ ナ ノレ
。

4)電 流 心 動 描 鳥 圖 ヲ 見)lz二 、 中毒 症 状 ノ強 イ 群 程

Tノ 脈 頭 が小 サ イ。

5)聴 診 ニ ヨvバ 、C型 ノモ ノハ 心 音 が 低 ク、 機能

的 雑 音 が聞 工、 而 モ 第 二 肺 動 脈 音 が 最 早 充 進 シ テ居

ラ ヌ。

6)「 ア ドリナ リ ン」ニ ヨ ル、 血 塵 充 進 ノ 度 合 ヲ見)v

二 中毒 症状 ノ弧 イ者 程 、 反 慮 鈍 感 一 テ 血 腫 ノ攣 化少

ナ シ。(三 紳 抄)

ZeitschriftderTuberkulose.Bd.61.H.1.1931.

肺 結 核 ノ胸 廟 成 形 術 療 法 ノ祀 會 的 意 義

Nissen:DiesocialeBedetUungderthrakopla-

stischenBehandlungderLungen-Tuberkulose.

手 術 ヲ行 フ患 者 ノ・慢 性 肺 結 核 症 デ 空洞 保 有 者 デ ア;レ。

肋 膜 ・・癒 著 シテ腓 脂 ヲ形 成 シ 結 締 織 ノ増 殖 弧 ク從 テ

治 癒 ス ル傾 向 ヲ 有 ス ル モ 患 者 自均 ノ健 康臓 器 虹 二周

園 ノモ ノ殊 二 小見 二i封 シテ ノ、尚 ホ 感 染 源 トナ ツ テ ヰ

ル モ ノデ ア ル。1914年 ヨ リ29年 迄 二報 告 サ レタ諸 家

ノ成 績 ニ ョv・バ 手 術 ニ ヨ ル早期 死 亡 ・・8--15%デ 後

死 亡 ・・10-20%ノ 間 デ アル。 併 シ敷 果 ・・此 ノ数 二比

シ テ著 シ ク印 象 深 イ モ ノデ 相 當 重症 ナ 患 者 デ 長年 ノ

姑 息 療 法 デ 数 ノナ カツ タ モ ノガ 手 術 ニ ョ ツ テ 治癒 若

シ ク ノ・著 シ ク輕 快 シタ モ ノ ノ・60-70%デ ア;レ。 是 等

ノ、再 ビ肚 會 生 活 ヲ螢 ミ得 ル様 ニナ ツ タ。 此 ノ場 合 治

癒 ト云 フ ハ手 術 後1-2年 ニ シテ完 全 ナ生 活 、活 動 能

力 ヲ得 、熱 、 喀疾 ナ キ モ ノ ヲ 云 ヒ、 著 シ ク 輕 快 シタ

モ ノ トノ・結 核 菌 消 失 シ テ 最 早療 養所 治 療 ヲ要 セ ズ 活

動 能 力 ヲ得 タ モ ノ ヲ云 フ.夫 故 適 當 ナ 患 者 二 ・・成 ル

可 ク多 ク 成 形 術 ヲ施 ス ノが 吾 々 ノ義 務 デ ア ル。 之 ヲ

徹 底 サ セ ル タ メ ニノ・大 學 二於 テ 學 生 二此 ノ實 況 ヲ知

ラ シメ此 ノ方 面 ノ 興 味 ヲ 喚起 セ シムル コ ト及 ビ外 科

留 内科 磐 ノ協 カ ヲ必 要 トス ル。(池 上 抄)

肺 結 核 ノ外 科 的 療 法 二劃 ス ル祀 會 的 因 子

(259名 ノ患 者 ヨ リ ノ同 答 ノ成 績)

1.Zadek,A.Sonnenfeld:DersocialeFaktor

beiderchirurgischenBehandlungderLungen-

Tuberkulose.(ErgebnisseinerUmfragenbei

259Patienten).

從 來 ノ報 告 ニ ヨ レバ結 核 死 亡 ハ結 核 其 ノ モ ノ ・性

質 ニ ヨノレ他 二経 濟 的 原 因 モ大 イ ニ 關 係 スル ト云 ハ レ

テ ヰタ が最 近 ノ統 計 ニ ヨ レ〆 此 ノ 關係 ハ 著 シ ク少 ナ

イ。 從 テ 年 牧 額 ニ ヨ ツ テ 罹 患 ノ割合 ヲ 舞 出 ス ノレヨ リ

モ患 者 ノ経 濟 的構 造 ノ實 際 二 就 テ 洞 察 スル コ トガ 除

計 大 切 デ ア ル。 此 ノ 見地 カ ラ 相 談 所 二 司 レ方法 ヲ用

ヒテ 疾 患 経 過 ノ杜 會 的 因 由 ヲ知 ラ ソ ト欲 シ タ.著 者

ノ報 告 ・・人 工氣 胸 、 横 耐 捻 除、 填 充 法 。 成 形 術 ヲ行

ツ タ 患 者 二 就 テ ナサ レタ モ ノ デ259名 二 質 問條 目 ヲ

逡 リ150名 二満 足 ナ ル 同 答 ヲ得 タ。 治 療 後1.5-一 一2.5

年 デ 患者 ノ・其/80%二 於 テ 活 動 能 力 ヲ得 タ.而 シテ

其 ノ数 果 ハ 経 濟 的 因 由 二絵 リ 關係 ナ ク、 寧 口患 者 自

勇 ノ疾 病 拉 二 周 園 ノ者 二封 ス ル 精 示朝犬態 ト密 接 ナ關

係 ガ ア ル。 初 メ良 好 二治 療 サ レタ患 者 デ 疾 病 ノ再 燃

ヲ來 ス傾 向 ア ル モ ノ ・・恵 マ レヌ 経 濟 事 情 ヤ 衛 生状 態

二關 ス ル ト云 フ 目 リモ 寧 口共 ノ 患 者 ノ 禮 質 二關係 が

深 イ。(池 上 抄)

竈 胸 療 法 ガ 紅 會 的 二 成 就 サ レル タ メ ニハ 如

何 ナル條 件 ヲ必要 トス ル カ

G.Frischbier,undW.Kremer:WelcheVorbe・

dingungenmtissenerfU]ltsein,damitdiepneu・

mothorax・therapiesichsocialauswirkenkann?

結 核 ノ治 療 上 人 工 氣 胸 が 卓 越 シ タ 方 法 デ アル コ ト・・

ザ ウグ マ ン其 他 ノ統 計 が 示 シ テ ヰ ル通 リ デ 之 二反封

ノ意 見 ・・ナ イ。 併 シ 之 ト同 様 ノ 範 園 二於 テ人 工 氣胸

ノ肚 會 的 意 義 ノ・働 イテ ヰ ナ イ。 共/原 因 トシテ・・、

從 來 追 盈 ノ機 構 二就 テ 完 全 ナ 蓮 絡 統 制 ヲ訣 イテ ヰル

事 。 患 者 ノ 経 濟 的 事 情 ニ ヨ リ治 療 ヲ完 成 シナ イ中 二

仕 事 二就 ク コ ト等 が 墾 ゲ ラ レル。 是 等 ノ 事 情 が人 工

氣 胸 ノ折 角 ノ 数 果 ヲ壷 ナ シ ニス ル 事 が 甚 ダ多 イ。 著

者 ・・蜀 乙 全 國 二於 ケ ル 追 盈 ノ組 織 ヲ 完 成 セ シメ早期

二 仕事 二就 ク コ トヲ避 ケ シ ムル様 動議 シテ ヰ;レ
。

(池 上 抄)

肺 結 核 ノ 雨側 肺 虚 脱 療 法 ノ報 告(胸 廓 成 形

術 戴 二同 時 二行 ヘ ル 他 側 氣 胸 療 法)

RobertKlopstock:Beitragzurdoppelseitigen



第6號 】 抄

KollapsbehandlungderLungen・Tuberkulose.

(ThorakoplastikbeigleichzeitigenPneumotho-

raxderGegenseite).

2例 報 告 デ1例 二 人 工 氣 胸 ヲ行 ヒツ ・ア)L・間 二他 側

二成 形術 。(1-・-VM)若 ク ノ・グ ラ ー・一一フ氏 ノ肺 尖 成 形 術(1

-V)ヲ 行 ツタ モ ノデ ア ル
。 何 レ モ 呼 吸 機能 二 ・・障 碍

ヲ來 サ ナ カツ タ。 今 迄 二 同 様 ナ 試 ヲ シタ モ ノ ハ.サム

ソ ソノ ミデ人 工 氣 胸 ト成 形 術 ノ併 合 二就 テ 報 告 シタ

モ ノモ数 名 ア ル ガ、何 レモ 同 時 二雨側 二 行 ツタ モ ノ

デ・・ナ イ。 著 者 ノ・此 ノ他 、 同様 ナ 例 ヲ4例 有 ス ル ガ

観 察期 間 が短 イ タ メ ニ 此 施 二 ・・報告 シナ イ。 叉 例 鍛

モ少 ナ イカ ラ結 論 ニノ・達 シナ イ。(池 上抄)

一 側 胸廓 成 形 術 、 他 側 人 工 鋸 胸 術 ノ併 用 二就 テ

E.Ladeck:ZurkombinationvonThorakoplas-

tikaufdereinenundPneumothoraxaufder

anderenSeite.

雨法 ノ併 用 ニ ヨ リ豫 期 シタ 数 果 ・・得 ラ レナ カ ツ タケ

レ ド、恰 モ雨 側 氣 胸 二 於 ケ ル ガ 如 ク何 等/自 覧 的苦

痛 ヲ來 サ ヌ。 夫 故 適 當 ナ 症 例 二封 シテ ・・將 來本 法 が

施 行 サ レテ ヨイ。(池 上 抄)

油 胸 後 二於 ケ ル氣管 枝 撰 形 成 ノ1例

LeonKogan,Kawno:EinFallderBronchial.

fistelbildungnachdemOleothorax.

從 來油 胸 ・・危 瞼 ナ キ 治 療 法 トサ レテ居 リ文 献 二見 ル

モ氣管 枝痩 形 成 ノ 報 告 ・・ナ イ。 偶 々記 載 ガ ア ツ テ モ

其 ノ可 能性 ヲ述 ベ テ 居 ル ニ過 ギ ヌ.著 者 ノ例 ハ 油胸

一 コル胸腔 内歴 が 高 カツ タ爲 デナ ク肋 膜 ガ菲 薄 ダツ

タニ ヨル.夫 故 、 油 胸 ノ・肋 膜 ノ肥 厚 ア ル 場 合 二 限 リ

行 フ ベキ モ ノデ ア ル。(池 上 抄)

横 隔 膜 姉 纒 捻 除 卜喀 血

Jessen:PhrenicusexhaireseundLungenblutung .

蜀 乙 ノ文 獄 デ ノ・著 者 ノ知 リ得 タ 範 園 デ 横 示申捻 除 が喀

血 ヲ止 メ ル 方 法 トシ テ 記 載 サ レタ モ ノ殆 ソ ドナ 〃、

外 國 ノ文 獄 デ モ 此 ノ問 題 二就 テ 述 ベ ラ レタ モ ノノ・甚

ダ少 ナ イ。 著 者/1例 ハ 急 性結 核 デ 繊 維 化 ノ傾 向 ナ

ク有 空洞 デ人 工 氣胸 ヲ 行 ツ テ 居 タ 患 者 デ ア ル
。3日

間 持績 的 二多 量 ノ喀 血 ア リテ如何 ナ ル止 血 鋼 モ無 数 、

其 塵 デ強歴 氣 胸 ヲ 施 シタ が 亦 間 モ ナ ク 持績 的 ノ喀 血

ガ始 リ 終 二横 紳 捻 除 ニ ヨ リテ 止 血 セ シ メ得 タモ ノデ

アル。 本 例 ・・横 隔 膜 二近 ク癒 著 がア リ橘 紳捻 除 ニ ヨ

1)始 メ テ空 洞 ノ縮 小 ヲ 計 り得 タ モ ノデOrs6s氏 ノ設

ノ正 シキ コ トヲ實 詮 ス ル モ ノデ アル。(池 上 抄)
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肺臓 内 大漫 潤 ノ消 退 性 二就 テ

FriedrichKoester:VberdieRtickbildungsf5hi-

gkeitgroBerLungeninfiltrierungen.

近 年 小 見 期 結 核 ノ登 育、 経 過 型 二 關 ス ノレ學 問 ノ智 識

ノ・肺 浸 潤(周 局 炎)ノ 定 義 ノ 確 立及 ビ正 確 、 詳 細 ニ サ

ル ・コ トー ヨ リテ 著 シク 振 大 サ レタ。 此 ノ浸 潤 ・・消

退 性 ノ大 ナ ル コ トヲ 特 徴 トシ 就 中小 見 二於 テハ刺 戟

感 受性 大 ナ ル 禮 質 モ ノニ 來 ル、 諸 家 ノ報 告 ニ ヨ レバ

本浸 潤 ノ・2-5歳 ノ モ ノ ニ 多 キ モ 著 者 ノ例 ノ・17歳 ノ

モ ノデ殆 ソ ド右 肺 全 禮 二亙,レ 浸 潤 ノ 饗 生 蛇 二 清 退 ノ

迅 速 且 ツ 殆 ン ド完 全 ナ ノレコ トヲ レ ソ トゲ ソ爲 眞 二就

テ説 明 ス。(池 上 抄)

北 高 架 索 山 岳地 帯 住民(成 人)二 劃 ス ルB.C.

G.皮 下 褄 種

N.Z.Kritschewsky;Vaccinationdererwach・

senenossetischenBev61kerungdesNordkau-

kasusmittelssubcutanenVerfahrensnachCa1-

mette-Guerin)B.C.G.)

著 者 ノ・加 レメット氏 皮 下 接 種 法 ヲ以 テ北 高 架 索 山岳 地

方 ノ住民 二B.C.G.ノ 接 種 ヲ試 ミタ。 其 虜 ノ住 民 達

ノ・共 ノ村 落 へ初 メ テ 結 核 が 輪 入 サ レタ 結 果 多 数 ノ急

性 結 核 患 者 ヲ 出 シ タ モ ノデ ア ル。 皮 下 接 種 ノ・可 成 リ

屡{小 浸 潤 、 膿 瘍 ヲ 接 種 部位 二來 サ シメ 而 モ 共 ノ登

現 ・・注 射 量 二關 係 ス ル 、故 二 必 要 量 ヲ 種 々ノ部 位 二

多 数 分 ケ テ注 射 ス ル ガ ヨイ。(池 上抄)

結 核 患 者 血 液 ヨ リノ結 核 菌 培 養 試験

KurtJontofsohn:VersuchezurZUchtungvon

TuberkelbazillenausdemBlutebeiTuberkulo・

sen.

血 液 ヨ リ ノ結 核 菌培 養 ノ歴 史 ヲ 簡 軍 二紹 介 シ次 デ著

者 ノ成 績 ヲ報 告 ス、41例 ノ 重 症 肺 結 核 及 ビ9例 ノ重

症 外 科 的 結 核 患 者 二 就 テ レー ウエ ソス タ イ ソ氏 法 二

從 ヒ 血 液 培 養 ヲ行 ツ タ。 其 中唯3例 ノ肺 結 核 患 者 二

於 テ結 核 菌 ガ辛 ジテ 僅 少 二獲 育 シ タ.夫 故 重 症 結核

ノ場 合 二 ・・菌 ガ極 ク僅 力 而 モ 恐 ラ クノ・弱 メ ラ レ タ状

態 デ血 液 ノ中 二存 ス ル モ ノ ト思 ノ・レル。(池 上 抄)

結 核症 ノ護 生 及 ビ 維過 二封 ス ル 感 染 菌 量、

自盤 抵 抗 及 ビ後 天 性 冤 疫 ノ意 義 二 關 ス ル實

験 的研 究

BmnoLunge:ExperimentelleUntersuchungen

UberdieBedeutungvonInfektions,nat廿rlicher

ResistenzunderworbenerImmunitatftirEnts.
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tehungundVerlaufderTuberkulose.

初感 染 ノ肇 現 経 過 二i封ス ル 感 染 菌 量 ノ問 題 、 孤 立性

臓 器 結 核 ノ原 因。 成 人 肺結 核 ノ 出登 鮎 トナ ル慮 ノ肺

上 野 二存 ス ル病 竈 が、 圭 トシ テ 血 行性 二 生 ズル モ ノ

カ或 ・・氣 道 性 二 生 ズ ル モ ノ カ等 ノ 重 要 ナ 問題 ・・今 日

爾 ホ閲 明 サ レテ居 ナ イ。著 者 ノ・海 萎冥、兎 羊、三 種 ノ動 物

ヲ用 ヒテ如 上 ノ問題 ヲ 實験 的 二研 究 シ之 ヲ以 テ 人 間

二於 ケ,レ場 合 ヲ類 推 セ ン トス ル
。爾 ホ本 研 究 ・・次號 二

縫 績 號 表 セ ラ,レ ・モ ノ デ本 號 二完 結 サ レテ ヰ ナ イ。

(池 上 抄)

肺 結 核 邑於 ケ ル赤 沈 商、(ル ッツ、 ワー ル雨 氏

1本ec59巻2/3M二 於 ケ ル 同一 論 説 二劃 ス

ル注 意)

AlbredFlatzack:DerSenkungsquotientbe三Lu・

ngentuberkulose.Bemerkungenzudemgleich・

namigenArtikelvonLutzundWahlinBd.

59H.2/3dieserZeitschrift

ルッツ。 ワー ル雨 氏 ノ赤 沈 商 ト云 フ ノ・・赤 沈 速 度 ノ1

時 間 値 、2時 間 値 ノ 比較 デ1時 間 値 ノ大 ナ ル 時 ・・Q

>1ト シ、2時 間値 ノ 大 ナ ル 時 ・・Q<1ト 記 裁 シ此

ノ關 係 二 豫後 上 ノ特 別 ノ意 義 ヲ 認 メテ ヰ ル が著 者 ・'

此 ノ方 法 二封 シ赤 沈1.時 間 値 が30以 上 場 合 不 賛 成 ノ

意 見 ヲ述 ブ。 叉 赤 沈 速 度 夫 自 均 が 罹 患 朕 態 ヲ 示 ス 塵

カ ラ殊 更 二商 ヲ求 ム ル 迂 遠 ナ方 法 ヲ 用 フル ニ及 バ ヌ

ト主 張 ス。(池 上抄)

國 際 聯盟 衛 生 部 トカ ル メッ ト冤 疫 ノ成 績 統 計

SiegfriedPosenfeld:DieHygienesektiondes

V61kerbundesundd;eErfolgstatistikderCal-

metteschenImmunisierung

Berghaus二 封 スル 駁 論 中 二Calmette・ ・B.C.G.

免 疫 ノ 成 績 統 計 ノ数 個 ハ 國際 聯 盟 ノ統 計家 ノ参 考 ト

シ テ提 出 サ レテ居 ル事 實 ヲ暴 ゲ タ.コ ノ 「提 出」 ト云

フ言 葉 ・・何 モ ソ ノ統 計 ノ性 質 ノ批 剣 二 關係 ノ無 イ事

デ ノ・ア ル が、 或 ル 人 々 一 ハ恰 モ 國聯 ノ統 計 委 員 會 ガ

コ レ ヲ異 議 ナ キ モ ノ トシテ 承 認 シ タ カ ノ印 象 ヲ 與 ヘ

ル カモ知 レ ヌ。

1928年 二ParisデCalmette氏 免 疫 法 二就 テ ノ協議

ガ ア ツ タ時 二、 國際 聯 盟 衛 生部 二i封 シ 正 確 ナ成 績統

計 ヲ得 ル爲 ノ規 準 ヲ 定 メル 事 ヲ依 頼 シ今 後 ノ統 計 ヲ

之vヲ 準 櫨 サ セ ヤ ウ トノ動 議 が出 デ探 揮 サvタ 、1929

年4月 衛 生 部 ・・Berlinデ 開 カ レタ統 計 委 員 會 二於 テ

之 レ ヲ附 議 セ シ メテ、 コ ノ 會 ガ、 接 種=者及 ビ 鉗 総 見

童 ヲ公ZF二 選 ム ト云 フ 鮎 ヲ圭 トス ル 畳 書 ヲ作 ツ タ。

著 者 ノ記憶 ニ ョル トCalmette氏 が 提 出 シタ ノ ハ コ

ノ會 ノ開 催 以 前 デ ア ツ テ、 ソ ノ統 計 ハ ー ツ トシテ規

準 ヲ認 知 シ上 デ 作 ラ レタ モ ノデ ハ ナ イ。 叉 衛 生部 ノ

慣 例 トシ テ委 員 ・・協 議 事 項 二 關 ス ル ス ベ テ ノ報 告 ヲ

接 受 ス ル事 ニ ナ ツテ 居 リB.C.G.二 關 シテ ノ ミ例 外

・・ア リ得 ナ イ 筈 ナ ノニ、 委 員 ノ 人 タ ル 自分 ノ・今迄 氏

ノ統 計 二就 テ 何 ノ報 告 ヲ モ受 ケ テ居 ナ イ。(柴 田抄)

TheAmericanReviewofTuberculosisVol.XXVI,No.1.July.1932.

天 竺 鼠 り實 験 的 結 核 ノ 淋 巴 腺 卜 夫 等 ノ冤疫

二劃 ス ル關 係

HenrySewall,EugenedeSavitsch&Charles

Butler:Thenodulesofexperimentaltuberculo・

sisintheguinapigandtheirrelationstoim-

munity.

結 核 菌接 種 ニ ヨ リ 淋 巴 腺 ノ 初期 攣 化及 血管 蛇 二 周 困

組 織 ノ攣 化 ヲ 研 究 シ タ ル モ ノナ リ。 初 期 墾 化 ノ潜 伏

期 ノ・接 種 量 二反 比 例 シ テ 異 ル モ ノー シ テ 組 織 ノ刺 戟

二依 リ 短 縮 サ ル ・が如 ク思 ハル。 淋 巴 腺 ノ 攣 化 ス ル

ニ當 リ病 竈 ニノ・與 奮 ト制 止 トガ 相 俘 ツ テ 來 ル。 結 核

菌 ノ純 培 養 ノ0・01mgmヲ 接 種 セ バ 淋 巴腺 腫 脹 二際

シテ ノ・皮 下組 織 二輕 度 ノ硬 結 ヲ來 ス、 斯 ノ如 キ攣 化

・・最 大 量 ナ)レ10mgmi迄 二達 ス)レ ニ從 ヒ甚 シ ク培 加 ス

ル。 是 等 ノ・炎 衝 二起 源 シ 浮 腫 ノ水 分 ヲ固 定 ス ル結 果

非特異性 ノ化學的物質 ノ刺戟ニヨルモノラシイ。1

乃 至10mgmノ 大量 ノ菌 ヲ接種セ バ感染 ノ影響ニョ

ル速度及生理的性質ノ・再感染 ノ・特有 ナリト記載サレ

タル性質二甚ダ近似シテ來ル。天竺鼠 ノー側鼠瞑部

二接種 シテ後日他側二再接種スル時・・第二量接種後

二形成サル、淋巴腺 ノ攣化ノ・初感染淋巴腺 ト同標ナ

ル物理的性状 ヲ現ノ・ス、然シ試獣及封照獣 ノ初感染

一比スレバニ次腺 ノ潜伏期ハ最初 ノ日カラ次第二短

縮サレル。初感染 ト再感染 ノ間隔 が略 く7日 二及ベ

バ再感染 ノ淋巴腺 ノ潜伏期ハ突然甚ダシク増大 シテ

反封側 ノ初感染 ノ初期淋巴腺攣化 が出現スルニ要ス

ル時間二近クナル。其後・・再感染 二樹スル反磨ハソ

ノ間隔如何ニヨラズソノ加速度 ヲ持績 スル。反側 ノ

鼠瞑部二結核菌 ヲ初接種 シテ5日 以内二Tuberculin

ヲ注射 シテモ封照獣二比 シテ初感腺 ノ潜伏期 ヲ短縮
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ス ル標 ニ ノ・見 エ ナ イ。 之 ハ 組 織 細 胞 ノ 共 同 反 慮 ト想

像 サ レル ガ決 シテ結 核 菌1・tuberculinト が一 定 ノ免

疫 學 上 ノ 意 義 ヲ 有 ス ル モ ノデ ・・ナ イ。 此 試 験 ニ ヨ リ

逼 常 ノ菌 量 自口純培 養 菌 ノ0.1mgmノ 重 サ マ デ ノ・初 感

染 二次 デ少 ク トモ1日 乃 至12S日 ノ間 隔 二 於 テ 再 感

染 が必 ズ起 ス時 ノ 淋 巴腺 ノ反 磨 ヲ 登 見 シタ コ トニ ナ

ル。 初 感 染 ト再 惑 染 ノ間 隔 が26日 ヲ超 エ ナ イ時 ハ再

感 染 デ肥 大 シタ ル 淋 巴腺 ・・軟 化 シ 且 ツ壌 瘍 トナ リ皮

膚面 二現 ・・の レノ・・初 感 染 ト同 様 デ アル ガ 再 感 染 淋

巴 腺 ノ壌 瘍 化 ノ・加 速 度 的 デ ナ イ ト云 ヘ ル。

2同 ノ接 種 問 ノ 間 隔 力'培 セ ・・44日 二於 テ ・・0・01

mgm接 種 後 ニ ハ再 感 染 部 軟 化 淋 巴 腺 ・・壌 瘍 ト・・ナ ラ

ナ イ が0.1mgm叉 ・・ソ レ 以上 デ ノ・壌 瘍 ヲ作 ル。 間隔

力"50日 ヲ超 シ テ0.1mgmノ 結 核 菌 ヲ再 接 種 セ バ淋

巴腺 ヨ リ膿 瘍 ヲ生 ジル が 埋 瘍 ト・・ナ ラ ナ イデ 途 ニ ハ

吸 牧 サ の レラ シ ク 再 感染 部 ノ皮 膚 ・・無傷 二淺 ツテ居

7レ。

前 ノ實験 ニ ヨル ニ 天 竺 鼠 二就 テ 免疫 學 上 ノ立場 カ ラ

見 ル ニ初 感 染 ト再 感 染 トノ 間 ノ適 旛 間 隔 ・・適度 ノ菌

量 ヲ以 テセ バ約70日 デ ア ル。 著 者 等 ノ結 論 トシ テノ・

Koch現 象 ・・想 像 的 概念 デ ア ツ テ ソノ 有 要 サ ・・細 目

ヲ嚴 格 二定 義 ス ル コ トニ依 ツテ 害 サ の レモ ノ デ アル 。

(寺 尾抄)

白 鼠 二握 ル賓 駿 的 結 核

MMaximSteinbach:Experimentaltuberculo-

sisinthealbinsrat.Thecomparativeeffectsof

avitaminosis,suprarenalectomyandthyroid-pa・

rathyroidectomyonexperimentaltuberculosis.

健 常鼠 ・・人 型及 牛型 結 核 菌 二 封 シ テ ・・ソ ノ感染 二i封

ス,レ抵 抗 ・・頗 ル大 ナ リ。 コ ノ 免疫 二・・年 齢 ・・關係 が

ナ イ。 大 量 ヲ腹 腔 内 二注 射 シテ モ健 常 鼠 ノ・鳥型 結 核

菌 二i封シテ ノ・輕 微 二罹 患 ス)IZノ ミダ。

Avitaminosis・ ・鳥 型 結 核 菌 二封 ス)L・白鼠 ノ抵 抗 力 ヲ

減 ズ ル が 獣 型 菌 二i封シテ ・・之 ヲ減 少 セ シ メナ イ。 副

腎切 除 ヲ行 フ時 ハ 鳥 型及 牛型 菌 二i封ス ル 白 鼠 ノ抵 抗

力 が減 ズル が 人 型 結 核菌 二封 ス ル 動 物 ノ抵 抗 カ ヲ侵

サ ナ イ。 副 甲状 腺 ヲ 切 除 セバ 之 ガ因 子 トナ リ牛 型菌

二封 ス ル 抵 抗 力 ヲ低 メ ル ガ 人 型 株 二封 シテ ・・影 響 が

ナイ。 甲状 腺 及 副 甲状 腺 ノ切 除 ヲ 行 ヘ バ人 型 菌 及 牛

型菌 ノ感 染 ヲナ シ 得 ル。 白 鼠 二於 テ 生 ズ ル結 核 症 ノ・

肉 眼的 ニ モ 顯 微鏡 的 ニモ他 ノ 實 験 動 物 叉 ノ・人 類 ノ夫

ト異,レ トコ ロが ナ イ。 健 常 成 育 鼠 二 屡 ミ見 アレ爲 結 核
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症 ヲ鑑 別 ス ノレニ 注 意 ヲ要 ス ノレ。 之 ハ 組 織 學 的研 索 ヲ

行 ヘ バ 眞 ノ結 節 ト混 同 ス ノレコ トが ナ イ。(寺 尾抄 ♪

左 側 横 隔 膜 撚 除 後 二 合 併 症 トシテ 來 ル腹 部

臓 器 ノ振 揺

G.E.Ehrenburg:FlutteringoftheabdominaI

visceraasacomplicationfollowingleft-sided

phrenicoexairesis

左側 横 隔 膜 撚 除 ヲ行 ヒ・ez)r/後X一線 瞼 査 ヲ 行 ヒ タ ノレモ

ノー シテ 之 二 由 レバ 胃及 十 二 指 腸 ・・左 上 方 二移 動 シ

之 ノ移 動 ・・呼 氣 時 ヨ リモ 吸 氣 時 二 著 シ ク起 ノレ。 十 二

指 腸 ・・X一線 検 査 ニ ヨ レバ 普 通 球 部 ト下 行 部 ・・直 角 ヲ

ナヌ モ ノ ナ レ ドモ 撚 除後 ・・著 シク攣 形 シテ 弓 状 ノ モ

ノ・・直 線 二近 付 クn吸 氣時 ト呼氣 時 ノfilmヲ 比 較 ス

ル ニ幽 門 ト十 二 指 腸 ノ・右 側 ヨ リ左 側 二 揺 レル ノヲ認

メ ラ レ ソ ノ 移 動 距 離 ・・約2吋 ナ リ。 胃 ・・大 ナ ル氣 泡

トシテ見 工 容 易 二癒 ヲ出 シ藪秒 ニ シテ 奮状 二 復 ス。

胃及 十 二 指 腸 ノ緊 張 ・・非 常 二充 マ リ、 胃 ハ速 二空 虚

トナ リー 般 二2時 間 内 二 空 虚 ト ナ ル。 十 二 指 腸 ノ振

揺 ・・内臓 ニー 定 不 攣 ノ 刺 戟 ヲ 與 ヘ ソ ノタ メ ニ 不 清 化

ノ色 々ナ症 状 ヲ現 ハス コ トノ・明 カデ ア ル。 是 等 ノ清

化 器 障 碍 ハ 人 一 ヨ リテ ハ 厄介 ナ モ ノデ ア ル ガ 而 モ之

二由 リ恢 復 ガ妨 ゲラ ル ・事 ノ・ナ イ。輕 度 ノ食 餌 ヲ屡 ミ

振 取 ス ル様 二・セ バ 是 等 ノ症}伏 ・・和 ラゲ ル コ トガデ キ

ル。 著 者 ・・コ ノ合 併 症 二樹 シ テ腹 部 内 臓振 揺"flutte-

ringoftheabdominalviscera"bdフ 固有 名詞 ヲ

附 ス ル ヲ妥 當 ナ リ ト認 ム。(寺 尾抄)

近 時 ノ結 核 早 期 診 断

D.S.Brachman:Moderncase・findingintuber-

culosis.

近 時 ノ結 核 早 期 獲 見 ト幼 見 及 青 年 ノtuberculin検 査

ヲ行 ヒ反 鷹 陽 性 者 二封 シテ ノ・X一線 検 査 ヲ行 フ コ トヲ

意 味 ス。X・ 線 透 覗 ニ ヨ リ病 的攣 化 ガア リ」又ノ・疑 ハ シ

キ場 合 二 ・・患 者 ト接 燭 ノ 有 無 及 既往 症 ヲ詳 細 二調 査

シ徹 底 的 二 物 理 學 的検 査 ヲス ル が 望 マ シ イ、診 噺 ヲ

下 ス ニノ・成 人 型 結 核 ト幼 見 型 結 核 及疑 問 症 二匠 別 シ

疑 問症 ハ4乃 至6ケ 月 内 二 更 二透 覗 シテ 決 定 的 二匠

分 ス ル ヲ要 ス ル。 成 人 型 ノ・最 モ嚴 密 二 且 病 理 的 攣 化

及 全 均 状 態 ヲ 十 分 二考 察 ス ベ キ デ アル。 幼見 型 ・・成

人 型 ヲ招 來 ス ル モ ノ トシ テ遺 ル。コ ノ種 ノ型 ヲ有 ス ンレ

小 兄 ハ20歳 迄 ・・6ケ 月毎 二X線 診 察 ヲ行 フ ベ キ デ ア

ル。 著 者 等 ・・高 等 學 校 生 徒 ノ0.6%ノ ・成 人 型 結 核 ヲ

有 積 極 的 治 療 ト 登校 禁 止 ヲ 要 シ5%・ ・小 見 型 結 核 ヲ
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有 ス1レ コ トヲ號 見 シ タ。 結 核 ヲ有 ヌ ル 大 多数 ノ生 徒

ハ登 病 後 暫 クノ・之 ヲ意 識 シナ イ。 高 等 學 校 ノ 生 徒 ・・

結 核 罹 患 ヲ意 識 セ ル 傳 染 源 ト接 燭 シ ナ クテ モ 結 核 二

感 染 ス,レニ至 リ得 ル モ ノダ.若 シ接 鱗 ノ 既往 ノ ミ カ

ラ見 ル ト1例 シ カ接 鱗 シタ者 ガ ナdカ ラ14例 ノ患 者

中1例 シ カ登 見 サ レナ イ コ トニナ,レ。

高 等 學 校 二 於 ケ ル コ ノ業 績 二依 ツ テ 見 ル ト凡 テ ノ成

人 ノ・殊 二35歳 迄 ・・tuberculin検 査 ヲ ヤ ラ ズ トモ 何

等 ノ症 状 ナ ク トモX線 検 査 ヲヤ ル ベ キ デ ア ル。X線

診 察 ナ シニ ・・結 核 ヲ非 定 ス ル 診 断 ヲ 下 シテ ハナ ラナ

ィ。DetroitTuberculosisSocietyデ ノ・高 等學 校 卒i業

者 ノ健 康 診 断 ノ・物 理 的 槍 査 二 依 ル ヲ例 トセ ル モ 將 來
/

ノ・Tuberculin検 査 ヲ行 ヒ反 慮 者 ヲX線 診 察 ス ル コ1・

トナ ラ ウ。 コ ノ方 法 ニ ヨ リ 早検 診 噺 ヲナ シ 次 デ適 慮

症 二 ・・外 科 的 肺萎 縮 療 法 ヲ行 ヒ 以 テ 容 易 二 治 療 セ シ

メ ル。 現 時 ノ療 養 所 患 者 ノ50%以 下 ・・外 科 的治 療 ヲ

受 ケテ居 ル。

要 之 一 般 轡 師 ・・近 代 的手 段 ニ ヨ リ徹 底 的結 核 ノ早 期

診 漸 ヲナ シ叉 之 ガ 智 識 ノ讐 及 二 努 メ 從 ツ テ結 核 ノ診

噺 及 治 療 二就 テ ノ・十 分 ナ ル 智識 ヲ 有 ス ノレコ トニ努 メ

テ封 結 核 戦 ノ第 一 線 二立 ツ 心掛 がナ ケ レバ ナ ラナ イ。

(寺 尾 抄)

竪 學 生 間 ノ結 核 ・

JohnSteidl:Tuberculosisamongmedicalstu・

dents.

著 者 ・・HarvardMedicalSchool留 學 生 二就 テ1921

年 ヨ リ1929年 間 ノ學 生 及 卒 業 生1005名 二 剴.シ テ結

核 二罹 患 シ タ ル モ ノ、 有 無 何 學 年 頃 叉 卒 業 後何 年

間 二登 病 シタ カ叉 ・・イ カナ,レ診 噺 法 ニ ヨ リ 結 核 ナ ル

ヲ知 ツ タ カ ヲ調査 シタ 結 果 ヲ 報 告 シ タ モ ノ ガ共 内 回

答 ヲ寄 セ タ者 ノ・556名 デ ア ツ タ。 内14名(2.5%)ノ ・

獲病 シタ モ ノデ6名 ノ・在 學 中7名 ハ 卒 業 後 間 モナ ク

登 病 シ1名 ノ・入 學 数 年 前 二 登 病 シタ 居 タ ラ シイ トノ
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同 答 デ アツ タ、1名 以外 ノ・皆X線 診 噺 二擦 ツ テ居 ル。

コ ノ1名 ・・X線 ノ事 ・・書 イテ ナ イ ガ 喀 疾 中菌 陽 性 デ

ア ツ タ ト。HarvardLawSchvo1/學 生1920年 ヨ リ

1924年 間 ノ1054名 二間 合 セSト コ ロデ ・・579名 ノ同

答 ア リ内12名(2.08%)ガ 結 核 トナ ツ タ、 内2名 ノ ミ

が三 學 年 ノ時 二登 病 他 ノ・卒 業後1年 乃 至10年 後 二登

病 シテ居 ル。 カ ク 少 籔 例 ヨ リ決論 ヲ 下 ス コ トノ・必 ズ
る

シモ正 鵠 ヲ得 ナ イ ガ讐 科 ・・法 科 二 比 シテ0.5位 シ カ

多 クナ イ。 法科 デ ノ・2人 ガ 在 學 中登 病 シテ 居 ヲ ノニ

磐 科 デ ノ・牛数 ハ 在 學 中 デ 而 モ 多 ク ノ・第 三 學 年 中 登病

シテ 居 ル ノノ、注意 ス ベ キ デ ア ル。

結 核 菌 二感 染 ス,レ 機 會 ハ 在 學 中 デ而 モ ム シロ病 院勤

務 中 ノ方 ガ 多 イ ノニ コ ノ事 實 ノ・成 人 ノ 初 感 染 力外來

的 ノ再 感 染 ノ 論 詮 トシテ 見 ル ベ キ デ ア ル。 然 シ眞實

何 が起 ツタ カ ヲ決 定 ス ル ニ ノ・絵 リニ例 ガ 少 ナ過 判 レ。

磐 學 生 問 ノ結 核 問題 ヲ 統 計 的方 法 ニ ヨ リ解 カ ン トス

ル コ ト・・好 マ シ クナ イ。 二三 ノ 結 核 相 談 所 二 於 テ ・・

TuberculinトX線filmニ ヨ1,結 核 問 題 解 決 ノ理 想

二 庶 カ ラ シメ テ 居 ル。 十 分 二究 メ ヤ ウ トスル ニハ巧

二撮 リ現像 シ タ立 盟 鏡 ニ カ ケ テ見 ル ト肺 結 核 ノ診 断

ノ・他 ノ何 レ/方 法 ニ ヨル ヨ リモ早 期 二 診 噺 ガ ツ クモ

ノ ダ、 カク シナ ケ レバ完 全 ナ ル胸 部 診 漸 ・・出來 ナ イ。

1922年 ヨ1,1930年 マデ ニ143人 ノ 磐 學 生 及 磐 師 が

TrudeanSanatoriumへ 入 院 シ タ カ'70%・ ・可 成 .lle,ノ・

遙 二進行 シタ モ ノノ・79%ア ツ タ.コ ノコ トノ・磐學 生

叉 ノ・讐 師 間 ノ 結核 早期 診 断 ニ ノ・ナ ス ベ キ コ トガ倫 多

ク残 サ レテ 居 ル コ トヲ示 シテ 居 ル ト思 ノ・レ,レ。 若 シ

留 學校 デ ソ ノ學 生 二i封 シテ 理 想 的 公 衆 衛 生 實 務 ヲ實

行 ス,レ ナ ラバ 診 噺 ニ モ ツ ト努 力 シ テ 病 氣 ノ治 療 期 ヲ

失 ノ・シメナ イ 様 ニ セ 子 バ ナ ラ ヌ。 現 時 二於 テ ハ 早期

診 噺 ノ最 良 簡 便 ノ法 ハ 健 康 相 二 見 エ ル 者 モ引 クル メ

テ凡 テ ノ學 生 二就 テ 胸 部 ノX線 検 査 ヲ 施 行 ス,レニ ア

ル。(寺 尾 抄)




